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内部統制体制の流れ 
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町内外の事例や監査意見等をもとに、注意すべきリスク
を抽出しリスト化する。

内部統制の対象範囲業務におけるリスクの洗い出し

リスクに対する対応策の検討

抽出したリスクの予防する対応策と
チェック方法を検討し評価項目にする。

リスクに対する対応策の実施下での
通常業務の遂行
法令や各種通知、事務手順を順
守することでリスクを回避しつつ、通
常通り業務を実施する。

リスク管理の自己評価

業務実施後、リスク管理が適切に行われている
かについて、業務の担当所管原課等においてア
ンケート等による自己評価を行う。

リスク管理の独立的評価と評価報告書の作成

アンケートの実施結果及び内部検査結果
（コンプライアンスチェック、入札監視委員会等）
などをもとに、評価報告書を作成する。

監査委員による評価報告書審査

評価報告書をもとに、内部統制が機
能しているか監査委員により審査を受
ける。（決算審査との並行を想定）

評価結果の議会への報告

監査委員による審査結果を付して
評価報告書を議会に提出する。

精華町における
内部統制

通常通り業務を遂行することに加え、リスク管理の自己評価が必要となります。
 各課室が実施するのは下記の３、４
評価結果は議会報告の対象とします。
課題があれば次年度に向けて改善を図ります。　　


